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◆「６５歳・７０歳 節目懇談会」を開催 

開催 

による味の違い

も楽しみました。

南房総市の「道の

駅富楽里とみや

ま」で昼食休憩の

後、トロッコ列車

から変更した「鋸 

 

 

 

○と き：９月２８日（土） ○コース：小名木川今昔 

東大島駅→中川船番所資料館→小名木川散歩道→ 

大島稲荷神社→クローバー橋右折→横十間川散歩道 

→猿江恩師公園（昼食）→公園散策（約７㎞） 

 晴天に恵まれたものの、最高気温２８度とまだ残暑が残

る中、久しぶりの参加の方も含め２３名が集合、中川船番

所を目指していると、ラッキーにも「水陸両用バス・スカ

イダック」の入水シーンに遭遇することができました。 

 中川船番所では、ガイドさんの名調子の説明を聞きなが

ら、江戸時代から今日までの小名木川が果たしてきた役割

など、歴史に触れるひと時を過ごしました。入口で記念撮

影を行い、小名木川散歩道に入ります。途中、大島稲荷神  

○と き：１０月５日（月） 

○ところ：サンシャイン６０ ５７階「緑丘会館」 

６５歳・７０歳節目懇談会を開催しました。今年は懇談

会の前に、パナソニック保険サービス様による「介護セミ

ナー」を実施、自らも関わってくるテーマであり、熱心に

聞いていただきました。 

  

懇談会となりました。 

 懇親会の最後では、恒例の健康・雑学クイズ行い、全員

真剣に参加いただきました。６５歳・７０歳の節目と言っ

ても、仕事をされている方も多く、なかなか参加いただけ

ないのが現状です。節目懇談会は来年以降も行いますので、

多くの皆様のご参加をお願いいたします。 

 

◆第 144回 みちくさ会の報告です 

会となりました。今回は節目

の参加者が８名と少なかった

ことにより、自己紹介や懇親

会での情報交換に時間をとる

ことができ、楽しく充実した 

駅、錦糸町駅に向かいまし

た。 

汗ばむ１日となりました

が、和気あいあいと語らいな

がらの楽しいひと時でした。 

社で小休止、松尾芭蕉の句碑を拝んで、更に小名木川散歩

道を進みます。 

さあ、もうひと頑張り。「クローバー橋」を右折して横

十間川の散歩道に入って「猿江恩師公園」に到着。時計台・

スカイツリーをバックに記念写真を撮って弁当タイムで

す。その後、公園を散策して解散となり、それぞれに住吉 

◆「社会見学会」は南房総を訪ねました 

 懇談会では、池田支部長

の挨拶の後、松愛会活動紹

介、ＨＰや行事の紹介など

を行い、参加者の自己紹

介、記念撮影を行って懇親 

 

○と き：１１月８日（金） 

○コース：「とことん満喫！ 南房総」 

今年の社会見学会は、まだ台風の爪痕が残る南房総を訪

ねました。楽しみにしていた小湊鐵道のトロッコ列車が運

休のため、一部コースを変更しての実施となりました。 

３４名で東京駅を出発し、まずは君津市の「はちみつ工

房」、ミツバチの仕事やはちみつのできるまでを見学、花 

山」ではロープウェイで山頂駅ま

で登り、あとは広い日本寺境内を

更に登って、地獄のぞき、大仏広

場などを見学して駐車場まで歩

きました。高低差のあるかなり厳 

 

 

しい山歩きとなりましたが、５９歳から８４歳まで全員笑

顔で踏破することができました。 

恒例の「健康・雑学クイズ」で盛り上がった後、富津市

の「小泉酒造」を訪問、酒造りを見学した上で、様々な日

本酒の試飲を楽しみました。 

最後に「海ほたる」で夕陽を眺め、東京駅で無事全行程

を終了しました。素晴らしい好天の中、南房総の厳しい現

実を目の当たりにしながら、少しでもお役に立てばと、地

元の名産品を求めたバス旅行となりました。 

 あ 


